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序 

 
一
般
社
団
法
人 

高
山
市
文
化
協
会
は
、
高
山
市
か
ら
委
託
を
受
け
て
、
郷
土
に
係
わ
り
の
あ

る
文
学
作
品
を
収
集
・
調
査
し
て
、
作
者
の
功
績
と
と
も
に
「
高
山
市
近
代
文
学
館
調
査
・
研
究

報
告
書
」
に
ま
と
め
、
市
民
の
皆
様
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

今
回
は
、
高
山
を
代
表
す
る
詩
人
・
歌
人
の
福
田
夕
咲
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。 

福
田
夕
咲
が
早
稲
田
大
学
時
代
に
仲
間
と
培
っ
た
文
学
へ
の
情
熱
が
、
そ
の
後
の
詩
や
短
歌
の

創
作
の
源
と
な
り
、
郷
里
に
帰
っ
て
か
ら
は
指
導
や
発
表
す
る
機
会
を
設
け
る
等
、
飛
騨
の
文
学

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
調
査
で
は
、
そ
の
業
績
を
振
り
返
り
、

ま
た
中
央
の
文
壇
で
名
を
馳
せ
た
若
山
牧
水
、
北
原
白
秋
、
吉
植
庄
亮
ら
と
の
関
わ
り
を
調
べ
ま

し
た
。 

中
で
も
、
牧
水
の
著
書
『
み
な
か
み
紀
行
』
で
は
、
長
野
で
の
短
歌
会
の
途
中
に
立
ち
寄
っ
た

高
山
で
、
夕
咲
と
の
再
会
し
た
時
の
心
根
が
あ
り
あ
り
と
描
か
れ
て
い
ま
す
。
牧
水
を
迎
え
る
夕

咲
の
も
て
な
し
と
、
夕
咲
の
心
境
を
思
い
や
る
牧
水
と
の
温
か
い
や
り
と
り
が
、
夕
咲
と
中
央
文

壇
と
の
結
び
つ
き
を
一
層
強
く
し
、
地
元
で
の
活
動
の
源
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
ま

す
。 

令
和
二
年
三
月 

一
般
社
団
法
人 

高
山
市
文
化
協
会
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第
三
十
一
回 

近
代
文
学
館
企
画
展 

「
福
田
夕
咲
と
若
山
牧
水
」 

令
和
二
年
二
月
十
五
日(

土)

～
十
六
日(

日) 

於 

高
山
市
民
文
化
会
館 
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福
田

ふ

く

だ 

夕
咲

ゆ
う
さ
く 

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
三
月
十
二
日
～
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
四
月
二
十
六
日 

 

詩
人
・
歌
人
。
高
山
市
大
新
町
一
の
人
。
吉
郎
兵
衛
（
敦
雄
）
の
四
男
。
本
名
は
有
作
。
斐
太
中
学
、
早
稲
田
大
学
文
学
部
卒
。 

学
生
時
代
か
ら
人
見
東
明
、
相
馬
御
風
ら
と
交
わ
っ
て
「
自
由
詩
社
」
を
創
設
。
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
読
売
新
聞
社
に
入
社
し
て
北
原
白
秋
、
若
山
牧

水
ら
と
詩
壇
の
新
運
動
に
参
加
。
家
庭
の
事
情
で
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
帰
郷
。
瀧
井
孝
作
ら
と
の
『
ツ
チ
グ
モ
』
の
創
刊
、（
大
三
（
一
九
一
四
））『
飛
騨
新

聞
』
創
刊
（
昭
二
二
（
一
九
四
七
））
を
始
め
山
百
合
詩
社
、
飛
騨
山
刀
倶
楽
部
、
飛
騨
短
歌
会
な
ど
を
育
て
て
飛
騨
の
文
化
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
。
そ
の
才

能
か
ら
、
飛
騨
と
い
う
田
舎
に
こ
も
る
の
を
惜
し
む
声
も
あ
っ
た
。
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
高
山
食
品
卸
市
場
が
設
立
さ
れ
常
務
取
締
役
。 

詩
集
『
春
の
夢
』、
歌
集
『
山
花
一
束
』『
山
づ
と
』。 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 

 
 

福
田
夕
咲 

肖
像 

高
山
市
近
代
文
学
館
蔵 
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一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年 

二
四
歳 

一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年 

二
二
歳 

一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年 

二
一
歳 

一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年 

一
九
歳 

一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年 

一
八
歳 

一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年 
一
一
歳 

一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年 

 

五
歳 

一
八
八
七
（
明
治
一
九
）
年 

 

福
田
夕
咲
年
譜 

二
月
、
詩
二
編
「
春
の
午
後
」「
女
学
院
の
黄
昏
」
を
『
自
然
と
印
象
』
第
九
集
に
発
表
。 

四
月
、
岩
野
泡
明
・
藤
原
有
明
・
小
山
内
薫
ら
に
よ
る
『
世
界
文
芸
』
が
創
刊
さ
れ
、
編
集
に
関
わ
る
。
第
一
号
に
「
春
」「
恋
」
を
発
表
。 

十
月
、
清
浦
青
鳥
（
人
見
東
明
）・
楠
山
正
雄
・
秋
田
雨
雀
ら
と
と
も
に
『
劇
と
詩
』
を
創
刊
。
在
京
時
代
の
主
な
活
躍
の
場
と
な
る
。 

二
月
、
前
年
結
成
さ
れ
た
「
早
稲
田
詩
社
」
に
参
加
。 

三
月
、『
早
稲
田
文
学
』
に
「
疑
惑
」
を
発
表
。 

五
月
、
人
見
東
明
・
加
藤
介
春
・
三
富
朽
葉
・
今
井
白
楊
と
と
も
に
自
由
詩
社
を
結
成
。
機
関
紙
『
自
然
と
印
象
』
を
創
刊
す
る
。
創
刊
号
に

「
月
光
と
少
女
」
を
総
題
と
す
る
「
灰
白
」「
ツ
ワ
イ
ラ
イ
ト
」
な
ど
六
編
を
掲
載
。 

七
月
、
早
稲
田
大
学
大
学
部
英
文
学
科
を
卒
業
。
読
売
新
聞
社
に
入
社
。 

一
月
一
日
、
読
売
新
聞
の
新
体
詩
の
募
集
に
応
募
し
た
「
新
春
」
が
一
位
に
入
選
し
掲
載
さ
れ
た
。 

六
月
、『
文
庫
』
六
月
号
に
「
幻
」「
紅
き
灯
青
き
灯
」「
ま
ろ
き
石
」
を
処
女
作
と
し
て
発
表
し
、
そ
の
後
も
継
続
し
て
同
誌
に
詩
を
発
表
。 

十
月
、『
文
庫
』
同
人
に
よ
る
詩
文
研
究
会
「
黒
潮
会
」
を
結
成
。 

七
月
、
早
稲
田
大
学
高
等
予
科
を
卒
業
。 

九
月
、
早
稲
田
大
学
大
学
部
英
文
学
科
に
入
学
。 

三
月
、
岐
阜
縣
立
斐
太
中
学
校
卒
業
。 

四
月
、
早
稲
田
大
学
高
等
予
科
文
学
部
に
入
学
。 

四
月
、
斐
太
尋
常
中
学
校
（
現
・
斐
太
高
等
学
校
）
へ
入
学
。 

四
月
、
高
山
尋
常
高
等
学
校
（
現
・
東
小
学
校
）
に
入
学
。
普
通
よ
り
一
年
早
く
満
五
歳
で
入
学
。 

三
月
十
二
日
、
岐
阜
県
高
山
市
大
新
町
に
生
ま
れ
る
。
本
名
は
有
作
。 
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一
九
二
〇
（
大
正 

九
）
年 

三
四
歳 

一
九
一
九
（
大
正 

八
）
年 

三
三
歳 

一
九
一
八
（
大
正 

七
）
年 

三
二
歳 

一
九
一
六
（
大
正 

五
）
年 

三
〇
歳 

一
九
一
五
（
大
正 

四
）
年 

二
九
歳 

一
九
一
四
（
大
正 

三
）
年 

二
八
歳 

一
九
一
三
（
大
正 

二
）
年 

二
七
歳 

一
九
一
一
（
明
治
四
五
）
年 

二
六
歳 

一
月
、
血
縁
の
人
々
の
親
睦
会
「
ハ
ー
ト
ク
ラ
ブ
」
を
結
成
。 

二
月
、
山
岳
文
化
の
提
唱
を
目
的
と
し
て
「
飛
騨
山
刀
倶
楽
部
」
を
結
成
し
、
位
山
雪
中
登
山
を
行
っ
た
。 

四
月
、
山
刀
倶
楽
部
機
関
紙
『
山
郷
新
誌
』
を
創
刊
し
た
。 

ア
ル
プ
ス
野
球
団
の
歌
「
斐
太
ア
ル
プ
ス
野
球
団
歌
」
作
詞
。 

考
古
学
や
土
俗
学
に
関
心
を
抱
き
、
近
郊
の
発
掘
調
査
に
参
加
し
「
石
器
い
じ
り
」
一
～
三
を
郷
土
誌
『
飛
騨
史
壇
』
に
発
表
し
た
。 

五
月
、
詩
歌
集
『
ク
ラ
ジ
ン
』
を
鋤
雲
と
と
も
に
創
刊
。 

八
月
、
飛
騨
短
歌
会
の
前
身
と
な
る
「
山
百
合
詩
社
」
を
、
山
田
白
馬
・
黒
内
桃
月
ら
と
と
も
に
結
成
。
歌
誌
『
や
ま
ゆ
り
』
を
創
刊
。
夕
咲

の
本
格
的
な
短
歌
活
動
が
始
ま
る
。 

一
月
、
飛
騨
で
最
初
の
日
刊
紙
『
飛
騨
日
報
』
の
短
歌
欄
の
選
者
と
な
る
。 

九
月
、『
高
山
タ
イ
ム
ス
』
に
コ
ラ
ム
「
山
房
日
記
抄
」
を
書
く
。
以
後
、
時
評
「
乱
筆
御
免
」
他
、
エ
ッ
セ
ー
と
評
論
を
掲
載
。 

三
月
、
郷
土
誌
『
ツ
チ
グ
モ
』
を
兄
・
鋤
雲
と
と
も
に
高
山
で
創
刊
。
郷
土
に
お
け
る
文
学
活
動
の
第
一
歩
と
な
る
。
瀧
井
孝
作
が
大
阪
・
東

京
で
編
集
。 

四
月
、『
憲
政
新
聞
』
に
小
説
『
女
三
昧
』
を
連
載
し
始
め
た
が
、
高
山
へ
帰
る
た
め
二
十
回
で
打
ち
切
り
と
な
る
。 

五
月
、
兄
・
吉
郎
兵
衛
耕
作
の
後
継
者
と
し
て
高
山
へ
帰
る
。 

六
月
、
和
綴
の
趣
味
本
『
蝙
蝠
』
を
兄
・
東
作
（
号
・
ひ
だ
丸
）
と
発
刊
。 

七
月
、
島
村
抱
月
を
代
表
と
す
る
芸
術
座
の
評
議
員
と
な
る
。
読
売
新
聞
社
を
退
社
し
、
創
刊
さ
れ
た
『
憲
政
新
聞
』
を
文
芸
主
任
と
し
て
入

社
。
文
芸
欄
と
一
面
の
編
集
を
担
当
し
た
。 

九
月
、『
劇
と
詩
』
は
新
生
面
の
開
拓
を
目
指
し
て
『
創
造
』
と
改
題
し
た
。 

十
二
月
、
憲
政
新
聞
社
を
退
社
。
こ
の
頃
、
し
ば
し
ば
病
気
に
か
か
り
心
身
と
も
に
弱
っ
て
い
た
。 

一
月
一
日
、
処
女
詩
集
『
春
の
ゆ
め
』
を
出
版
。 

三
月
、「
劇
と
詩
の
会
」
を
設
立
。
雑
司
ヶ
谷
で
第
一
回
の
会
合
を
開
く
。 
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一
九
三
四
（
昭
和 

九
）
年 

四
八
歳 

一
九
三
三
（
昭
和 

八
）
年 

四
七
歳 

一
九
三
二
（
昭
和 

七
）
年 

四
六
歳 

一
九
三
〇
（
昭
和 

五
）
年 

四
四
歳 

一
九
二
九
（
昭
和 

四
）
年 

四
三
歳 

一
九
二
八
（
昭
和 

三
）
年 

四
二
歳 

一
九
二
七
（
昭
和 

二
）
年 

四
一
歳 

一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年 

四
〇
歳 

一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年 

三
九
歳 

一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年 

三
八
歳 

一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年 

三
七
歳 

一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年 

三
五
歳 

十
月
、
高
山
本
線
開
通
記
念
の
放
送
番
組
（
日
本
放
送
協
会
名
古
屋
放
送
局
）
に
出
演
し
、「
高
山
へ
汽
車
が
つ
く
」
と
題
し
て
語
っ
た
。 

十
一
月
、
吉
村
比
呂
詩
・
山
下
笛
朗
ら
と
一
刀
三
礼
社
を
結
成
し
、
歌
誌
『
鉈
削
仏
』
を
創
刊
。 

十
月
、
早
稲
田
大
学
の
学
友
、
北
原
白
秋
が
来
訪
し
旧
交
を
温
め
る
。 

四
月
、
吉
村
比
呂
詩
・
橋
本
培
石
ら
と
茨
の
花
詩
社
を
結
成
し
、
月
刊
誌
『
茨
の
花
』
を
創
刊
。 

八
月
、
鎌
手
白
映
・
西
垣
静
芳
ら
と
裸
形
詩
社
を
結
成
し
、
翌
年
五
月
、
歌
誌
『
裸
形
』
を
創
刊
。 

二
月
、
山
田
白
馬
ら
と
と
も
に
総
合
文
芸
誌
『
悲
陀
』
を
創
刊
。 

四
月
、
詩
「
画
僧 

白
雲
居
」「
老
娼
婦
お
と
く
」
な
ど
四
編
が
『
現
代
日
本
文
学
全
集

37

』（
改
造
社
）
に
収
録
さ
れ
る
。 

八
月
、「
清
教
徒
の
愁
ひ
」
が
『
増
補
近
代
名
詩
選
』（
資
文
堂
書
店
）
に
収
録
さ
れ
る
。 

二
月
、「
岳
に
焦
り
つ
く
」「
今
宵
忍
ぶ
な
ら
」「
空
は
雪
雲
」
の
三
篇
が
『
日
本
民
謡
作
歌
集
』
に
収
録
さ
れ
る
。 

こ
の
こ
ろ
民
謡
詩
を
多
く
創
作
す
る
よ
う
に
な
る
。 

四
月
、『
画
家
と
詩
人
』
が
創
刊
さ
れ
同
人
と
な
る
。 

六
月
、
富
田
令
禾
・
上
島
禅
逸
・
代
情
イ
ハ
ホ
ら
と
文
芸
同
人
誌
『
朱
筆
』
を
創
刊
。 

二
月
、「
午
後
の
庭
園
」「
女
学
院
あ
と
の
た
そ
が
れ
」
が
『
明
治
大
正
詩
選
』（
新
潮
社
）
に
収
録
さ
れ
る
。（「
午
後
の
庭
園
」
は
、
後
に
中
田

喜
直
）
に
よ
り
混
成
四
部
合
唱
曲
作
曲
さ
れ
、
音
楽
の
友
社
刊
『
世
界
音
楽
全
集
』
声
楽
篇
第
二
十
九
巻
日
本
合
唱
曲
集
に
収
録
さ
れ
た
） 

十
一
月
、
「
晩
酌
酔
唱
」「
夜
霧
」
が
北
原
白
秋
・
三
木
露
風
ら
の
編
集
に
よ
る
『
現
代
日
本
詩
選
』（
ア
ル
ス
）
に
収
録
さ
れ
る
。 

二
月
、
山
百
合
詩
社
の
同
人
誌
『
静
か
な
る
饗
宴
』
を
創
刊
。 

三
月
、『
池
之
端
惣
助
翁
伝
』
を
執
筆
。 

九
月
、
早
稲
田
大
学
の
学
友
、
若
山
牧
水
が
突
然
来
訪
し
、
夕
咲
を
喜
ば
せ
る
。 
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一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年 

六
二
歳 

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年 

六
一
歳 

一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年 

六
〇
歳 

一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年 

五
七
歳 

一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年 

五
六
歳 

一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年 

五
五
歳 

一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年 

五
三
歳 

一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年 

五
〇
歳 

一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年 

四
九
歳 

二
月
、
名
古
屋
放
送
局
か
ら
「
飛
騨
の
文
化
」
と
題
し
て
語
る
。 

三
月
、
名
古
屋
放
送
局
か
ら
「
岐
阜
県
人
を
語
る
」
を
放
送
。 

四
月
二
十
六
日
、
胃
潰
瘍
の
た
め
午
後
十
一
時
三
十
分
死
去
。 

法
名
、
寂
々
院
夕
咲
。 

 

四
月
、『
飛
騨
新
聞
』
創
刊
に
あ
た
り
主
筆
と
な
り
、
時
事
評
論
を
担
当
。 

九
月
、
総
合
誌
『
新
飛
騨
』
に
詩
「
新
飛
騨
百
景
」
を
、
連
歌
形
式
で
発
表
し
た
。「
タ
カ
ヤ
マ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」「
東
山
の
黎
明
」「
ぶ
ん
ね

も
ん
坂
」
「
高
山
郵
便
局
」「
中
橋
懐
古
」「
十
六
バ
ン
ク
」「
渋
草
陶
場
」「
公
民
館
の
ひ
と
夜
」
が
最
後
の
詩
稿
と
な
っ
た
。 

一
月
、
富
田
令
禾
・
大
埜
間
霽
江
・
鎌
手
白
映
ら
と
飛
騨
短
歌
会
を
結
成
し
、
歌
誌
『
飛
騨
短
歌
』
を
創
刊
し
た
。 

二
月
、
白
川
正
中
（
純
児
）・
山
下
笛
朗
ら
と
道
連
吟
社
を
結
成
し
、
機
関
紙
『
椎
の
葉
』
を
創
刊
し
た
。 

十
一
月
、
「
憲
法
公
布
記
念
祝
ぎ
歌
」
を
作
詞
し
た
。 

五
月
、
第
二
歌
集
「
山
づ
と
」
を
出
版
。 

第
一
歌
集
「
山
花
一
束
」
を
出
版
。 

二
月
、
高
山
市
の
委
嘱
を
受
け
て
、「
飾
り
も
の
の
話
」
を
ま
と
め
刊
行
。 

五
月
、「
献
穀
田
御
田
植
式
歌
」
を
作
詞
。
山
下
笛
朗
作
曲
に
よ
り
吉
城
郡
国
府
宇
津
江
小
学
校
の
児
童
が
歌
っ
た
。 

八
月
、『
山
都
年
中
行
事
』
を
飛
騨
考
古
土
俗
学
会
よ
り
出
版
。 

十
月
、
高
山
町
と
大
名
田
町
が
合
併
し
高
山
市
が
誕
生
。
そ
れ
を
記
念
し
て
「
大
高
山
行
進
曲
」
を
作
詞
し
た
。
作
曲
は
山
下
笛
朗
。 

「
飛
騨
の
古
民
謡
に
つ
い
て
」
が
白
鳥
省
吾
編
『
諸
国
民
謡
精
査
』
に
収
録
。 

 

一
月
、
飛
騨
考
古
土
俗
学
会
誌
『
ひ
だ
び
と
』
に
「
山
都
年
中
行
事
」
を
一
年
間
に
わ
た
り
連
載
し
た
。 

四
月
、
名
古
屋
放
送
局
か
ら
、
高
山
本
線
全
通
記
念
の
放
送
番
組
「
神
秘
境
飛
騨
を
語
る
」
の
内
「
高
山
祭
に
つ
い
て
」
を
語
っ
た
。 

十
一
月
、
誕
辰
五
十
周
年
記
念
音
楽
会
が
国
技
館
で
開
か
れ
た
。 
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一
九
六
九
（
昭
和
四
四
）
年 

一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年 

 

三
月
、
福
田
夕
咲
全
集
刊
行
（
福
田
夕
咲
全
集
刊
行
会
） 

十
月
、
城
山
月
見
平
に
飛
騨
短
歌
会
が
歌
碑
設
立
。「
み
佛
の
思
惟
の
姿
に
似
た
ら
す
や
静
け
き
か
も
よ
丘
の
夕
は
え
」 
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写
真 

① 

早
稲
田
大
学
時
代 

   
 

福田夕咲 早稲田大学の卒業写真 

高山市近代文学館蔵 

福田夕咲 早稲田大学学舎 

高山市近代文学館蔵 
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② 

福
田
夕
咲
歌
碑 

城
山
・
月
見
平
の
歌
碑 

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
四
月
六
十
三
歳
で
没
す
る
と
、
飛
騨
短
歌
会
は
建
碑
に

と
り
か
か
り
、
十
一
月
に
は
完
成
し
た 

 

    
 

福
田
夕
咲 

歌
碑 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

夕
咲 

み
佛
の
思
惟
の
姿
に 

似
た
ら
す
や 

 
 

 

静
け
き
か
も
よ
岳
乃 

 
 

 
 

 
 

 

夕
は
え 

城
山
月
見
平 

福田夕咲歌碑 完成記念写真 
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飛
騨
の
里
・
文
学
散
歩
道
の
歌
碑 

  

昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
四
月
、
飛
騨
短
歌
会
と
飛
騨
ニ
ュ
ー
ス
社
が
、
市
内
上

野
町
に
あ
っ
た
「
鹿
の
湯
」
前
庭
の
通
路
に
こ
の
福
田
夕
咲
の
歌
碑
を
建
て
た
。
そ
の
後

「
鹿
の
湯
」
は
廃
業
し
、
建
物
を
取
り
壊
し
て
宅
地
に
造
成
す
る
た
め
、
夕
咲
の
歌
碑
は

撤
去
さ
れ
て
い
た
が
、
上
野
町
横
山
実
氏
の
ご
協
力
を
得
て
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一

一
）
八
月
十
日
、
短
歌
会
「
萌
木
会
」
か
ら
移
設
費
用
の
一
部
の
寄
付
を
得
て
、
社
団
法

人
高
山
市
文
化
協
会
が
、
西
之
一
色
町
の
文
学
散
歩
道
か
ら
上
野
の
丘
陵
が
望
め
る
、
こ

の
場
所
に
移
設
し
、
高
山
市
へ
寄
贈
し
た
。 

    
 

福
田
夕
咲 

歌
碑 

い
わ
の
な
る 

 

夕
咲 

沼
の
水
乃
面
に 

白
く
も
の 

う
つ
ろ
う み

れ
ば 

そ
ぞ
ろ
さ
び
し
き 

飛
騨
の
里 

文
学
散
歩
道 



令和元年度近代文学館調査研究報告書 

―11― 

③ 

そ
の
他
の
写
真 

      
 

は
あ
と
く
ら
ぶ
親
睦
会 

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
） 

後
列
左
よ
り
岡
村
利
平
・
山
下
笛
朗
・
夕
咲
・
松
山
吟
風 

松
山
家
の
座
敷 

近
代
文
学
館
蔵 

送
別
会
の
記
念
写
真 

 

個
人
蔵 
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短
歌
・
俳
句
等 

① 

掛
け
軸
・
額 

 
鼻
液
ひ
れ
ば
茶
の
木
畠
よ
り
翔
ひ
た
ち
て 

 

は
た
ゝ
き
寒
き
鵯
の
ひ
と
む
れ  

個
人
蔵 

 

 

山
遊
び
山
の
か
た
み
に
ひ
と
株
の 

 

蘭
を
根
こ
ぢ
に
こ
ぎ
て
ゆ
か
ま
し 

個
人
蔵 
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紫
陽
花
の
つ
ゆ
け
き
花
を
甁
に
さ
し 

 

な
つ
か
し
人
を
偲
ひ
ま
つ
ら
む  

個
人
蔵 

 

 

七
草
の
数
に
入
ら
ね
と
ひ
る
顔
の 

 

う
す
紅
色
の
花
の
愛
し
さ 

 

個
人
蔵 
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奉
祝 

木
の
う
ろ
に
か
み
し
美
酒
く
み
か
は
し 

御
昇
格 

ま
し
ら
の
む
れ
も
祝
き
ま
つ
ら
め 

は
ら
は
ら
と
雪
を
散
ら
し
て
小
鳥
一
羽
檜
の 

 
 

 
 

 

枝
ゆ
飛
ひ
立
ち
に
け
る 

言
い
知
れ
ぬ
春
の
あ
は
れ
の
こ
も
る
な
り 

 
 

 
 

 

夕
餉
の
卓
の
一
抹
の
芹 

広
重
の
版
画
の
松
の
さ
ひ
志
さ
よ 

 
 

 
 

 

く
ら
く
煤
け
て
い
よ
ゝ
さ
ひ
し
起 

 
 

 
 

 
 

 

個
人
蔵 
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新
皇
居
を
祝
う
歌 

 

個
人
蔵 

  
 

ひ
だ
び
と
が 

山
の
峡
に 

簗
か
け
て 

 

個
人
蔵 

 

鮎
の
降
り
を 

待
つ
時
雨 か

な 
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嶽
は し

ら
雪 

花
よ
め 

 
 

 

近
代
文
学
館
蔵 

す
が
た 

 
 

里
は も

み
ぢ
の
い
ろ
か
さ
ね 

 

 
 

風
吹
け
ば 

音
に
こ
そ 

な
ら
ね 

さ
や

〱
に  

近
代
文
学
館
蔵 

 
 

揺
れ
の 

か
そ
け
き 

鈴
蘭
の
花 
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竹
林
清
酌 

 

夕
咲 

竹
林
に
雀
は
た
ゝ
き
遠
空
は
ほ
の
か
に 

阿
か
く
夕
焼
け
て
吹
く
風
寒
し 

お 

も
ほ
へ
や
古
き
む
か
し
の 

も
ろ 

こ
し
の
七
賢
人
も 

今
日
い
ま
し 

吾 

か
あ
る
こ
と
く 

思
ふ
と
ち
ゐ
寄
り
津 

と
ひ
て 

世
を
遠
く
酒
く
ま
し
け
む 

呉
竹
の
そ
の
ひ
と
ふ
し
の
う
つ
し
世
と 

法
師
は
の
れ
と
け
ふ
の
日
の 

 
 

近
代
文
学
館
蔵 

こ
の
ひ
と
時
は 

け
に
た
ぬ
し 

さ 

ら
に
酌
ま
ゝ
し 

西
山
に
入
る
日
を 

惜
し
み 

雀
と
も
は
た
ゝ
く
も
の
を 

惜
し
め
と
も
や
が
て
く
れ
ゆ
く 

あ 

は
れ
今
日
の
日 

 
反
歌 

も
ろ
こ
し
の
七
賢
人
も
竹
林
に 

入
る
日
を
惜
し
み
酒
く
ま
し
け
む 
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ほ
と
ほ
と
に
た
ば
ね
い
れ
た
る
盆
は
な
の 

 
桔
梗
の
花
眼
に
す
み
て
白
し 

 

近
代
文
学
館
蔵 
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② 

短
冊 

 

岸
の
辺
に
こ
ゝ
れ
る
水
お
の
つ
か
ら 

 
あ
ひ
る
の
通
る
道
は
と
け
た
り  

個
人
蔵 

 
 

下
町
の
夜
の
賑
ひ
を
よ
そ
に
し
て 

 

静
け
き
か
も
よ
山
の
手
の
秋 

 

個
人
蔵 

 
 

心
し
て
い
ゆ
き
た
ま
へ
や
か
に
か
く
に 

 

な
た
れ
か
ち
な
る
雪
の
岨
道 

 

個
人
蔵 
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山
下
笛
君
の 

 

匂
は
し
く
花
咲
き
さ
か
れ
き
み
か
ゆ
く 

 

東
上
を
送
る 

路
の
ほ
と
り
の
も
ろ
も
ろ
の
草 

 

個
人
蔵 

 
 

還
暦 

老
い
ぬ
れ
ば
世
の
片
隅
に
庵
里
し
て 

自
嘲 

 

心
か
そ
け
く
住
む
べ
か
り
け
る 

 
 

個
人
蔵 

 
 

雪
の
反
時
ほ
の
青
う
人
を
慕
ひ
け
り 

 
 

個
人
蔵 
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定
命
の
五
十
の
と
し
と
な
り
果
て
つ 

 
い
つ
老
に
き
と
お
も
ほ
え
な
く
に 

 
 

個
人
蔵 

 
 

あ
り
か
た
や
酒
に
利
休
の
掟
な
し 

 

た
ゝ
く
つ
ろ
ぎ
て
の
む
べ
か
り
け
る 

 
 

個
人
蔵 

 
 

献 

な
ご
や
か
に
秋
陽
の
照
り
に
香
る
な
り 

 
 

 

み
の
り
ゆ
た
け
き
御
田
の
美
し
稲 

 
 

個
人
蔵 
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献 
夜
神
楽
の
音
は
る
は
る
に
鳴
り
わ
た
り 

 
 

 
田
の
面
に
そ
よ
ぐ
風
の
す
が
し
さ 

 

個
人
蔵 

 
 

悼 

ゆ
く
春
の
あ
と
を
は
か
な
み
蝶
々
の 

 
 

 

翅
の
い
ろ
も
う
つ
ろ
ひ
に
つ
ゝ 

 
 

個
人
蔵 

 
 

よ
き
人
の
玉
の
腕
に
抱
か
れ
て 

 

沈
む
も
よ
ろ
し
春
の
水
底 

 
 

個
人
蔵 
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鎗
穂
高
雄
々
し
き
山
の
中
に
し
て 

 
お
と
め
さ
ひ
た
る
山
は
笠
ケ
根  

 

個
人
蔵 

 
 

踊
り
娘
は
さ
は
に
あ
れ
と
も
な
か
ん
つ
く 

 

い
も
か
手
振
り
に
如
く
も
の
ぞ
な
き 

 

個
人
蔵 

 
 

酔
い
ぬ
れ
ば
浮
世
の
風
も
寒
か
ら
で 

 

こ
こ
ろ
の
と
け
く
春
め
く
も
の
を 

 
個
人
蔵 
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賀 
峠
越
え
来
れ
ば
酒
肆
あ
り
桃
の
花 

 

個
人
蔵 

 

 
 

み
渡
せ
ば
千
々
に
き
ら
め
く
さ
さ
浪
の 

 

浦
に
晴
れ
て
好
き
日
秋
か
も 

 

個
人
蔵 
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③ 

春
慶
盆 

 

           
 

石
の
上
に 

こ
こ
ろ
幽
け
く 

い
く
時
を 

 

あ
り
経
し
も
の
か

梅
か
ほ
る 

夜
を 

個
人
蔵 

野
茨
の 

花
こ
ぼ
れ
い
て 

雨
あ
と
の 

黒
ほ
こ
道
の 

い
よ
に
黒
志
も 

個
人
蔵 

足
曳
の
山
の 

か
た
み
に 

ひ
と
株
の 

蘭
は
根
こ
ち
て 

家
つ
と
に
せ
む
を 個

人
蔵 

思
ふ
と
ち 

柴
析
り 焚

き
て 

う
た
け
せ
志 

上
野
平
も 

冬
寂
び に

け
里 個

人
蔵 
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徴
発
馬
の 

ほ
ほ
を 

か
る
く
た
た
き 

飼
主
が 

志
め
や
か
に 

何
か 言

ひ
さ
と
し 居

里 個
人
蔵 

あ
た
ゝ
可
記 

日
奈
た
の
椽
に 

飼
烏
を 

 
 

鳴
可
せ
天 

あ
そ
婦
人 

乃
て
も
■
記 

個
人
蔵 

朝
凪
の 

靄
を 

透
志
て 

み
は
可
山 

 
 

 

松
倉
山
は 

ほ
の
か
な
る 可

も 

近
代
文
学
館
蔵 
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書
籍
・
寄
稿
文
等 

① 

個
人
出
版
物 

                      

 

春
の
ゆ
め 

明
四
五 

福
田
夕
咲 

近
代
文
学
館
蔵 

処
女
詩
集 

山
都
年
中
行
事 

昭
一
一 

福
田
夕
咲 

近
代
文
学
館
蔵 

飛
騨
考
古
土
俗
学
会
誌
『
ひ
だ
び
と
』
に
昭

十
か
ら
連
載 

山
花
一
束 

昭
一
七 

福
田
夕
咲 

近
代
文
学
館
蔵 

第
一
歌
集 

飾
り
も
の
ゝ
話 

昭
一
六 

福
田
夕
咲 

近
代
文
学
館
蔵 

高
山
市
か
ら
の
委
嘱
を
受
け
て
刊
行 

歌
集 

山
づ
と 

昭
一
八 

福
田
夕
咲 

近
代
文
学
館
蔵 

第
二
歌
集 

福
田
夕
咲
全
集 

昭
四
四 

福
田
夕
咲
全
集
刊
行
会 

近
代
文
学
館
蔵 

夕
咲
の
死
後
に
刊
行 
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② 

文
芸
誌 

     

        

 
 

         

 

自
然
と
印
象
（
復
刻
） 

 

明
四
一
～ 

自
由
詩
社 

個
人
蔵 

夕
咲
が
創
刊
に
関
わ
る 

早
稲
田
文
學 

明
治
四
一
年
・
明
治
四

二
年
、
明
治
四
四
年
・
大
正
二
年 

明
二
四
～
早
稲
田
文
学
社 

個
人
蔵 

夕
咲
は
明
治
四
一
年
か
ら
参
加 

 

ツチグモ 創刊号、第 2号、第 7号、第 10号、第 11 号、第

12 号、第 13 号、第 14 号、第 15 号、第 18 号、第 19 号 

大三～ 福田夕咲が兄鋤雲と共に高山で創刊 近代文学館蔵 
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静
な
る
饗
宴 
№
1 

大
一
三
～ 

山
百
合
詩
社
同
人
誌 

 

近
代
文
学
館
蔵 

 

鉈
削
佛
・
創
刊
号 

昭
八 

一
刀
三
禮
社 

近
代
文
学
館
蔵 

吉
村
比
呂
詩
・
山
下
笛
朗
ら
と
創
刊 

飛
騨
短
歌 

福
田
夕
咲
追
悼
号 

昭
二
三 

近
代
文
学
館
蔵 

昭
二
一
に
富
田
令
禾
・
大
埜
間
霽
江
・
鎌
手

白
映
ら
と
創
刊 

山
脈
詩
派 

１
、
11

（
夕
咲
五
十
回

誕
辰
記
念 

昭
一
〇
）、
27 

山
脈
詩
派
社 

個
人
蔵 
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③ 

寄
稿 

        

 

        

 

 

    

神
秘
谿
谷 

双
六
谷
探
検
記 

（
中
学
世
界
） 

福
田
夕
咲
寄
稿
（
コ
ピ
ー
） 

個
人
蔵 

観
光 

第
六
巻
第
四
号
・
第
五
号 

名
古
屋
旅
行
協
会 

個
人
蔵 

 

詩
人
連
邦 

七
月
号
（
一
四
七
号
） 

詩
人
連
邦
研
究
会
版 

個
人
蔵 
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④ 

掲
載 

   

     

 

        

 

   

  
 

 

東
濃
文
学 
92

記
念
特
別
号 

東
農
文
学
編
集
委
員
会 

個
人
蔵 

 

中
部
日
本
詩
集 

（
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
） 

詩
と
民
謡
社 

個
人
蔵 

近
代
文
学
研
究
叢
書 

昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所 

個
人
蔵 

は
あ
と
く
ら
ぶ
抄
史 

長
瀬
武
宜
他 

※
ハ
ー
ト
ク
ラ
ブ
は
血
縁
者
の
親
睦
会 

史
伝 

早
稲
田
文
学 淺

見
淵 
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そ
の
他 

          
 

は
が
き 

福
田
夕
咲
あ
て 

 

明
四
三 

人
見
東
明 

近
代
文
学
館
蔵 手

紙 

福
田
夕
咲
あ
て 

近
代
文
学
館
蔵 

落
款
・
印
譜 

近
代
文
学
館
蔵 
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若
山

わ
か
や
ま 

牧
水

ぼ
く
す
い 

明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
八
月
二
十
四
日
～
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
九
月
十
七
日 

歌
人
。
本
名
繁
。
宮
崎
県
東
臼
杵
郡
東
郷
村
（
現
日
向
市
）
の
医
師
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。 

明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
宮
崎
県
立
延
岡
中
学
校
に
入
学
。
短
歌
と
俳
句
を
始
め
る
。
十
八
歳
の
と
き
、
号
を
牧
水
と
す
る
。
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇

八
）
早
稲
田
大
学
英
文
科
卒
、
七
月
に
処
女
歌
集
『
海
の
声
』
出
版
。
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
創
作
社
を
興
し
て
詩
歌
雑
誌
「
創
作
」
を
主
宰
す
る
。
大
正

十
五
年
（
一
九
二
六
）
詩
歌
総
合
雑
誌
「
詩
歌
時
代
」
を
創
刊
。
旅
を
愛
し
、
旅
に
あ
っ
て
各
所
で
歌
を
詠
み
、
日
本
各
地
に
歌
碑
が
あ
る
。
大
の
酒
好
き
で
、
一

日
一
升
の
酒
を
呑
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
る
。 

    
 

若
山
牧
水
肖
像 

沼
津
市
若
山
牧
水
記
念
館
蔵 
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写
真 

       
 

野
口
の
簗
「
焼
い
て
食
べ
る
」 

岐
阜
県
美
術
館
蔵 

 

早
稲
田
の
三
水
（
明
治
三
七
年
十
月
） 

沼
津
市
若
山
牧
水
記
念
館
蔵 

※
三
水
と
は
、
牧
水
・
北
原
射
水
（
後
の
白
秋
）
、
中
林

蘇
水
の
こ
と 

若
山
牧
水 

旅
姿 

『
幾
山
河
』
よ
り 
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「
若
山
牧
水
」
解
説
と
短
歌 

近
代
文
学
館
展
示 

 

若
山
牧
水
書
斎
に
て
（
大
正
十
二
年
） 

沼
津
市
若
山
牧
水
記
念
館
蔵 

 

大
正
十
年
九
月
に
牧
水
が
夕
咲
を
訪
ね
た
。
夕
咲
に
と
っ
て
は
、
東
京
を
離
れ
た
寂
し
さ
を

癒
す
嬉
し
い
出
来
事
で
あ
っ
た
。 

一
泊
の
予
定
が
二
泊
と
な
り
歌
会
を
開
き
、
大
変
な
歓
待
ぶ
り
で
、
久
々
の
親
友
と
の
再
会

に
弾
ん
だ
時
を
過
ご
し
た
。 

客
人

ま
ろ
う
ど

よ
飛
騨
は
山
国
風
寒
し
何
は
な
く
と
も
酒
き
こ
し
め
せ 

 

夕
咲 

夕
咲
は
か
な
し
か
ら
ず
や
朝
酒
を
薬
の
ご
と
く
飲
み
に
け
る
か
も 
牧
水 
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の
ぼ
り
来
て
平
湯
峠
ゆ
見
は
る
か
す 

 

ひ
だ
の
平
に
雲
こ
ご
り
た
り 

若
山
牧
水
歌
碑
（
平
湯
峠
） 

 

ゆ
き
く
れ
て 

ひ
と
夜
を
宿
る 

ひ
だ
の
く
に
の 

古
川
の
町
に 

時
雨
ふ
る
な
り 

若
山
牧
水
歌
碑
（
古
川
町
） 

若
山
牧
水
之
墓 

（
沼
津
市
） 
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短
歌
・
俳
句 

 

た
ぽ
た
ぽ
と
樽
に
満
ち
た
る
酒
は
鳴
る 

 

さ
び
し
き
こ
ゝ
ろ
う
ち
つ
れ
て
鳴
る 

 

個
人
蔵 

 

 

く
ち
つ
け
は
な
か
か
り
し
か
な
あ
め
つ
ち
に 

 

か
へ
り
き
て
ま
た
く
ろ
か
み
を
み
る 

 

個
人
蔵 
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峰
の
風
き
ょ
う
は
沢
辺
に
落
ち
て
吹
く 

 

広
葉
が
く
れ
の
葛
の
白
花 

 
 

個
人
蔵 

 

 

幾
山
川
こ
え
さ
り
ゆ
か
ば
さ
び
し
さ
の 

 

は
て
な
む
國
ぞ
け
ふ
も
旅
ゆ
く  

 

個
人
蔵 
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ま
た
や
こ
む
け
ふ
こ
の
ま
ゝ
に
ゐ
て
や
ゆ
か
む 

 

わ
れ
の
い
の
ち
の
た
の
み
が
た
き
に 

個
人
蔵 

 

 

い
ざ
ゆ
か
む
ゆ
き
て
ま
だ
み
ぬ
山
を
見
む 

 

こ
の
さ
び
し
さ
に
君
は
た
ふ
る
や 

個
人
蔵 
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帳
の
同
一
ペ
ー
ジ
の
裏
表 

 

  

   
 

         
 

大
正
十
年
十
月
十
八
日 

ひ
た
の
く
に
に
か
も 

よ
き
御
け
さ
け
く
さ 

く
さ
を
の
み
つ
く
し
た
る 

あ
と
に
か
き
け
る 

う
た 

 

若
山
牧
水 

大
正
十
一
年
八
月
精
霊
送
り
夜 

遊
仙 
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雑
誌
・
書
籍 

     
 

み
な
か
み
紀
行 若

山
牧
水 

 

創
作
（
若
山
牧
水
追
悼
号
） 

創
作
社 

 

ホ
ト
ト
ギ
ス 

四
冊 

ホ
ト
ト
ギ
ス
発
行
所 
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北
原

き
た
は
ら 

白
秋

は
く
し
ゅ
う 

明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
一
月
二
十
五
日
～
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
十
一
月
二
日 

日
本
の
詩
人
、
童
謡
作
家
、
歌
人
。
本
名
は
北
原 

隆
吉
。
熊
本
県
玉
名
郡
関
外
目
村
（
現
・
南
関
町
）
生
ま
れ
。
県
立
伝
習
館
中
学
を
経
て
早
稲
田
大
学
へ
進

む
。 詩

、
童
謡
、
短
歌
以
外
に
も
、
新
民
謡
（「
松
島
音
頭
」・「
ち
ゃ
っ
き
り
節
」
等
）
の
分
野
で
も
傑
作
を
残
し
て
い
る
。
生
涯
に
数
多
く
の
詩
歌
を
残
し
、
今
な

お
歌
い
継
が
れ
る
童
謡
を
数
多
く
発
表
し
、
活
躍
し
た
時
代
は
「
白
露
時
代
」
と
呼
ば
れ
、
三
木
露
風
と
並
ん
で
評
さ
れ
る
、
近
代
の
日
本
を
代
表
す
る
詩
人
で
あ

る
。 

      
 

昭
和
七
年
十
月
に
北
原
白
秋
が
夕
咲
を
訪
ね
た
。 

白
秋
は
夕
咲
の
案
内
で
城
山
に
登
り
、
夜
は
料
亭
で
飲
み
、 

歓
待
し
た
。
旧
友
の
訪
問
に
喜
ぶ
夕
咲
の
姿
が
、
没
後
寄
せ 

ら
れ
た
弔
文
の
中
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

「
そ
の
晩
白
秋
が
、
飛
騨
の
民
謡
に
す
つ
か
り
打
ち
込
ん
で
、 

夕
咲
を
相
手
に
嘆
称
し
て
は
ノ
ー
ト
に
と
つ
て
い
た
姿
と
、 

郷
土
民
謡
を
自
慢
し
つ
つ
、
如
何
に
も
嬉
し
げ
に
、
友
人
に 

ノ
ー
ト
せ
し
め
て
ゐ
た
夕
咲
の
面
影
が
い
ま
も
私
の
眼
に
生 

き
て
ゐ
る
」 

（
同
行
者
：
吉
植
庄
亮
・『
飛
騨
短
歌
』
通
巻
十
九
号
よ
り
） 

 

昭
和
十
年
十
月
十
七
日 
長
瀬
旅
館
に
て 

前
列
左
か
ら
白
秋
・
夕
咲
・
吉
植
庄
亮 
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よ
か
り
け
り
遂
に
あ
い
み
て
よ
か
り
け
り 

 

こ
の
酒
を
の
み
て
こ
の
さ
け
を
の
み
て 

 

夕
咲
像 

昭
和
十
年
十
月
十
七
日 

 

 
 

こ
と
り
の
ひ
な 

霧
雨
か
か
る
唐
松
の 

も
え
き
の
め
た
ち
啄
む
か 

 

う
ぶ
け
の
こ
と
り
ね
も
細
く 

 

見
し
ら
め
春
を
見
て
な
け
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

白
秋 

い
つ
し
か
に
春
の
な
ご
り
と
な
り
に
け
り 

昆
布
ほ
し
は
の
た
ん
ぽ
ぽ
の
は
な 

白
秋 
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吉
植

よ
し
う
え 

庄

亮

し
ょ
う
り
ょ
う 

明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
四
月
三
日
～
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
十
二
月
七
日 

歌
人
、
政
治
家
。 

千
葉
県
印
旛
郡
（
現
・
印
西
市
）
の
農
家
に
、
父
庄
一
郎
、
母
と
く
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
開
成
中
学
校
、
第
一
高
等
学
校
を
経
て
東
京
帝
国
大
学
法
科
経

済
学
科
を
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
卒
業
。 

開
成
中
学
校
在
学
中
に
『
明
星
』
や
『
新
声
』
と
い
っ
た
文
芸
誌
を
知
り
、
作
歌
を
始
め
る
。
金
子
薫
園
に
師
事
。
第
一
高
等
学
校
時
代
に
は
、
谷
崎
潤
一
郎
や

和
辻
哲
郎
と
交
流
を
持
っ
た
。
初
の
短
歌
集
『
寂
光
』
が
賞
賛
を
集
め
、
庄
亮
は
歌
壇
に
認
め
ら
れ
、
北
原
白
秋
や
古
泉
千
樫
ら
当
時
の
第
一
線
の
歌
人
た
ち
と
交

流
を
深
め
た
。 

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）、
衆
議
院
選
挙
に
千
葉
県
第
二
区
か
ら
出
馬
し
当
選
。
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
に
公
職
追
放
と
な
る
。
没
後
、
正
五
位
勲
三

等
瑞
宝
章
が
追
贈
さ
れ
た
。 

 

     
 

紅
水
鶏
し
つ
け
く
も
鳴
き
い
で
て 

 
見
わ
た
す
か
ぎ
り 

は
る
ゆ
き 
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夕
咲
ぬ
し
に
お
く
る 

 
 

昭
和
七
年
十
月
十
七
日 

あ
し
ひ
き
の 

山
の
き
は
る
の 

や
き
ふ
里
は 

 
光
と
な
り
て 

ち
る
木
の
葉
あ
り 

つ
ま
病
み
て 

お
よ
そ
二
十
日
に 

な
り
な
む
か 

用
な
し
ま
ゝ
の 

椎
の
実
に
あ
わ
れ 
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付
録 

第
九
回 

近
代
文
学
館
企
画
展 

「
福
田
夕
咲
展
」
展
示
抜
粋 

平
成
二
十
年
九
月
十
九
日(

金)

～
二
十
一
日(

日) 

於 

高
山
市
図
書
館
「
煥
章
館
」 
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写
真 

                  
 

福
田
屋
帳
場 

南
京
降
落 

寺
の
庫
裏 
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掛
け
軸 

 

 

 

い
ち
は
や
く
焦
土
の
上
に
御
新
居
を
し
つ
ら
え
給
い
し
と
き
き
て
寿
ほ
ぎ
て
詠
め
る
歌 

こ
れ
や
こ
の
焦
土
の
上
の
あ
ら
館
木
の
香
清
し
き
夏
の
お
き
ふ
し 

あ
た
ら
し
き
館
の
ま
ど
ゆ
朝
な
夕
な
御
園
の
松
を
あ
お
ぐ
か
し
こ
さ 

千
萬
機
つ
ば
さ
つ
ら
ね
て
よ
せ
く
る
も
い
よ
よ
さ
や
け
き
御
園
生
の
松 

深
み
ど
り
御
園
の
松
の
め
で
た
さ
に
あ
や
か
り
ま
つ
れ
こ
れ
の
や
か
た
を 

新
し
き
力
わ
き
た
つ
み
よ
か
な
た
焼
け
野
の
原
の
夏
雲
の
こ
と 

夕
咲 
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遠
く
乗
鞍
群
立
つ
雲
に 

飛
騨
の
高
山
雨
と
な
る 

雨
情 

 

麥
桿
嵩
に
締
め
合
せ
あ
る
障
子 

碧 

 

 

岸
の
辺
に
小
魚
む
れ
ゐ
て
ひ
そ
か
な
り 

秋
陽
の
照
ふ
澄
み
透
り
つ
ゝ 

夕
咲 
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短
冊 

 

鶏
は
鶏
舎
に
馬
は
厩
に
ひ
と
ま
り
て 

瀬
と
の
山
よ
り
の
ぼ
る
夕
月 

夕
咲 

 

V
A
G
A
b
o
n
d

の
心
な
つ
か
し
や 

時
雨
し
め
や
か
に 

夕
咲 

 

夕
咲
君
の 

 

五
十
歳
を
老
い
た
り
と
君
い
う
な
か
れ 

五
十
才
の
祝
宴
に 

い
よ
よ
酒
の
み
い
よ
よ
歌
よ
め 

潮 
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夕
咲
君
の 

 

う
ま
酒
に
う
た
詠
み
つ
つ
も
五
十
歳 

五
十
才
の
祝
宴
に 

事
な
く
す
ぎ
て
○
め
ら
る
る
君 

潮 

 

祝 

伊
達
に
名
付
け
た
無
い
夕
咲
よ 

五
十
路
む
か
へ
た
返
り
咲
き 

培
石 

 

福
田
夕
咲 

宵
待
草
か
け
ふ
も
さ
け
さ
け 

夜
毎
さ
け
十
六
、
九
、
十
二 
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夕
咲
叔
父
の  

は
し
け
や
し
古
郷
に
籠
り
さ
け
酌
み
つ 

還
暦
を
祝
ひ
て 

歌
詠
ま
す
聲
の
さ
び
の
よ
ろ
し
き 

隆
三 

 

福
田
夕
咲
先
生
の 

飛
騨
人
に
新
し
き
歌
示
し
つ
つ 

還
暦
を
祝
ひ
て 

先
生
す
が
し
く
老
ひ
た
ま
ひ
た
り 

義
一
郎 

 

寿
賀 

 
 

利
吾
が
詩
の
国
の
旅
人
君
は
も 

青
壷 

夕
咲
先
生
還
暦 

御
よ
は
ひ
か
さ
ね
て
い
よ
よ
静
か
な 
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夕
咲
先
生
の  

渓
間
に
ひ
と
も
と
た
て
る
山
さ
く
ら 

還
暦
を
祝
し
て 

に
ほ
う
が
ご
と
く
ゐ
ま
す
君
か
も 

青
花 

 

夕
咲
様
の 

 

北
山
の
ふ
も
と
に
あ
り
て
歌
詠
ま
す 

還
暦
を
祝
い
て 

童
心
の
慕
は
し
き
か
も 

泰
郎 

 

夕
咲
先
生
の  

こ
だ
は
ら
ぬ
歌
よ
み
つ
づ
け
浄
ら
か
に 

還
暦
を
喜
び
て 

歳
た
ち
還
里
給
へ
ば
嬉
し
も 

真
比
良 
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夕
咲
忌
に
捧
ぐ 

成
瀬
柑
子 

浄
土
よ
り
花
信
は
あ
ら
ず
夕
咲
忌 

柑
子 

 

く
さ
く
さ
の
中
に
撫
子
女
郎
花 

枯
れ
の
姿
も
い
と
と
や
さ
し
き 
夕
咲 

 

つ
れ
も
な
き
人
の
心
と
紫
陽
花
の 

花
と
い
つ
れ
か
う
つ
ろ
ひ
や
す
き 

夕
咲 
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扁
額 
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寄
稿
・
発
行
・
記
事 

 

  
 

新
文
藝 

松
崎
善
太
郎 

新
文
藝
社 

女
子
文
学 

福
島
宗
治 

楽
園
社 

青
杉 

石
川
一
重 
青
杉
社 

悲
陀 

 

山
田
鎌
太
郎 

悲
陀
詩
社 

文
藝
雑
誌 

新
人
文
学 

恩
田
幸
夫 

新
人
文
学
社  
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岐
阜
民
謠 白

木
楓
葉 

岐
阜
民
謡
社  

裸
形 

鎌
手
白
映 

裸
形
詩
社 

砂
丘 

西
垣
善
三
郎 
砂
丘
社  

お
も
か
げ 相

馬
昌
治 

野
を
歩
む
會 

牧
笛 

並
木
秋
人 

牧
笛
発
行
所  

病
床
雑
詠 

萩
原
眞
都
子 

氾
濫
社 

飛
騨
公
論 前

田
光
次
郎 

飛
騨
通
信
社 
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筑
紫
民
謡 藤

本
種
彦 

筑
紫
民
謠
社 

詩
と
民
謡 

中
山
輝 

詩
と
民
謡
社 

新
日
本
民
謠 大

關
五
郎 

帝
都
書
院 

し
ほ
ざ
ゐ 大

河
内
茂
人 

し
ほ
さ
ゐ
社 

ア
カ
シ
ヤ 古

賀
進 

ア
カ
シ
ヤ
発
行
所 

地
像 

創
刊
号 

地
像
社 
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民
謡
詩
街 

石
田
隆 

民
謡
詩
街
社 

文
藝 

小
林
善
八 

文
藝
社 

文
藝
サ
ロ
ン 金

兒
農
夫
雄 

素
人
社 

み
の
り 近

藤
桂
一 

岐
阜
県
穀
物
検
査

所
内
岐
阜
県
穀
物
改
良
協
會 
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旅
の
友 

千
葉
豊 

中
部
旅
行
協
會 

新
興
文
藝 山

田
茂
樹 

新
興
文
藝
協
会 

詩
魔 

岩
間
純 

岐
阜
県
詩
人
會 

詩
府 

大
野
増
太
郎 

岐
阜
県
詩
壇
社 
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現
代
詩
人 

中
村
勝
一 

東
北
書
院 

荒
野 

安
藤
為
康 

 

荒
野
文
藝
社
／
荒
野
詩
人
社 

詩
人
時
代 吉

野
信
夫 

詩
人
時
代
社 

歌
謠
祭 

東
條
功 

歌
謠
祭
社  
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短
歌
巡
禮 石

川
一
重 

短
歌
巡
禮
社  

香
魚 

岩
田
繁
雄 

香
魚
詩
社  

短
歌
雑
誌 

町 

葛
谷
峰
三 

町
発
行
所 

民
謠
原
野 白

木
楓
葉 

岐
阜
民
謠
社 

詩
風
鈴 

鷲
見
博
司 

詩
風
鈴
社 
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山
ず
み 

福
田
夕
咲 

神
秘
郷
飛
騨
を
語
る 

 
郷
土
資
料
調
査
会 

青
空 

澤
木
白
楊 

東
海
作
歌
者
協
會 

郷
土 久

保
太
四
郎 

郷
土
資
料
調
査
會 
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白
鷺 

西
村
恒
道 

白
鷺
編
輯
部 

旅 

佐
藤
正
雄 

日
本
旅
行
倶
楽
部 

氾
濫 

石
田
漣 

氾
濫
社 

ひ
だ
び
と 

飛
騨
考
古
土
俗
学
会 
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文
藝
襍
誌 

山
藍 

矢
崎
正
治 

大
衆
書
房 

大
和 

武
田
全
、
山
口
豊
光 

大
和
社 

観
光 

松
浦
徳
治
郎 

名
古
屋
旅
行
協
会 

山
脈
詩
派 和

仁
市
太
郎 

山
脈
詩
派
社 

 

蓑
座 

殿
岡
辰
雄 

岐
阜
文
化
聯
盟 
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飛
騨
文
学 

福
田
夕
咲
還
暦
記
念
号 

商
工
経
済
会
高
山
支
部
内
九
月
会 

若
葉
文
藝 長

谷
川
史
郎 

若
葉
文
藝
社 

綜
合
文
化
誌 

地
方
文
化 

小
木
曾
修
二 

地
方
文
化
社 

新
詩
人 

田
中
聖
二 

新
詩
人
社 

短
歌
文
藝
雑
誌 

大
和 

山
口
勇 

大
和
藝
術
社 
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山
河 

中
野
義
弘 

山
河
同
人
社 

短
歌
月
歌
誌 

歌
人 

田
口
由
美
、
服
部
竹
風 

岐
阜
歌
人
會 

う
せ
ん 

鈴
木
博
信 

新
日
本
出
版
株
式
會
社 

総
合
文
化
誌 

新
飛
騨 

白
木
久
七 

新
飛
騨
社 

飛
騨
短
歌 大

埜
間
霽
江 

飛
騨
短
歌
會 

わ
す
れ
な
草 

福
田
恒
子 
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フ
ォ
ト
岐
阜 

 

岐
阜
県
広
報
課 

茨
の
花
詩
社
覚
書 

飛
騨
げ
て
も
の 

夕
映 

「
妹
と
背
の
道
」 

福
田
夕
咲 
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手
紙
・
そ
の
他 

             
 

夕咲宛書状 

夕咲宛書状 

色紙(コピー) 
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ツチグモ発行所宛手紙 

福田屋使用朱肉入れ 

渋草焼 芳国舎 

福田屋トロ箱印 
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寄せ書き 

春輝、洞春、夕咲 他 



              

 

高
山
市
近
代
文
学
館
調
査
・
研
究
報
告
書 

 

令
和
二
年
三
月
発
行 

 

編 

集 
 

一
般
社
団
法
人 

高
山
市
文
化
協
会 

印 

刷 
 

飛

騨

印

刷

株

式

会

社 

高
山
市
西
之
一
色
町
三―

六
四
七―

二
八 

電
話 

（
〇
五
七
七
）
三
二―

一
一
九
一
（
代
） 


